
〔寄生虫学雑誌第31巻第５号385-390頁，1982,10〕

島根県における練口吸虫の人体寄生例および

ラットヘの感染実験

牧野由美子＊

権田信子↑

中川昭生＊

山根洋右＊

(昭和57年８月２日受領）

Ｋｅｙｗｏｒｄｓ：Ｅｃｈｊ"ostomα/io7te7zse，trematode，ｈｕｍａｎcase，ＥＣ/j/"osto"zaci7zetorc/jiｓ

現病歴：昭和55年11月上旬頃より,疲労時に全身倦怠，

上腹部痛があり，某病院にて十＝指腸潰瘍の診断をうけ

たが，以後放置していた．昭和56年３月，上腹部痛増加

のため，島根県立中央病院受診．十二指腸潰瘍の診断で

入院した．入院時，便潜血反応とともに行なった検便に

て，大型の不明虫卵が認められ当教室へ紹介された．

検査所見及び入院後経過：

＜血液検査＞３月27日：白血球6,600,赤血球552万，

血色素18.49/dl，ヘマトクリツト52.4％，好酸球２％，

４月１日；白血球5,100,赤血球563万，血色素18.49/dl，

ヘマトクリット50.5％，好酸球０％，単球18％，免疫グ

ロブリン正常．第２回の検査時に単球がやや高値を示し

た以外に，異常な所見は認められなかった．

＜肝機能検査＞ＧＯＴ１１ｕ，ＧＰＴ１０ｕ,ＬＤＨ１６０ｕ，７．

ＧＴＰ１１ｕといずれも正常範囲であった．

＜寄生虫学的検査＞検便は，ホルマリン・エーテル法

を用い，連日８日間検査を行なった．便性状は普通便，

虫卵数は全沈査中に５～６個で少なかった．虫卵は，長

径120～137/uｍ（平均126.8抑)，短径70～82β、（平均

76.qum)，ノ｣､蓋をもち，卵殼が薄く，淡黄色で，Ｅ､/1oγ‐

Ze,zse虫卵に類似していた（Fig.１）．駆虫は，十二指腸

潰瘍の治癒を待って行なうこととし，経過を観察中，虫

卵検出が陰性となった．

＜免疫学的検査＞３月26日，肝蛭との鑑別のために免

疫学的検査を行ない，免疫電気泳動法で肝蛭抗原との間

に一本の沈降線を認めた．４月12日のOuchterlony法

で肝蛭抗原との間に反応を認めなかったが，顎口虫抗原

との間に弱い沈降線がみられた．

生活歴：元来，「げてもの好き」で，昭和55年春，松江

市の某理料店にて，ドジョウを強精剤として２～３匹生

食した．また昭和55年１２月中旬には，牛の肝臓の刺身を

緒言

疎口吸虫科（Echinostomatidae）に属する吸虫類のう

ち，わが国で人体に感染するものとして古くから，４種

ＥＣｈｉ"ostomaCz"eZo7ChiS，ＥＣｈｉ"oZSomamac7o7cAiS，

ECﾊﾉ"oCAaSm"SPClﾌﾟbZiaZ"S,ＥＣｈｉ"。CﾉｉａＳｍ"Ｓノ`ZPo"iC"Ｓ

が知られている（河原・山元，１９３３；高橋ら，1930,

1932；馬島，１９２７；岡部ら，１９７２；平沢，１９２８；氏家，

1936)．Ｅｃｈｉ"osto"αハorte"Ｓｃは1926年に浅田により発

見されて以来，人体寄生は報告されていなかったが，谷

ら(1974,1976a，ｂ)は秋田県で58歳の農夫からＥ・ｈｏ７ｔ‐

e九sｅ類似の虫卵を得，更に14例の本種類似虫卵陽性者

を追跡調査をし，Ｅｈｏ７ｚｅ"Ｓｃであることを確認，報告

している．さらに有薗ら（1976）は，1973年から74年に

かけて，大阪および神戸において，Ｅ・ho7te"Ｓｃと思わ

れる虫卵を排出した４例の人体寄生例について報告を行

っている．

我々は今回，牛の肝臓の生食，ドジョウのおどり喰い

を好む47歳の男`性からＥ・ﾉiortClzSeと思われる虫卵を排

出する一症例を経験した．その症例の概要とともに，診

断にあたり虫卵の鑑別・同定に困難をきたしたので，患

者の摂食したドジョウに寄生するメタセルカリアのラッ

トに対する感染実験を試み,腸管よりえた，Ｅハorte"SC

E.α"eto7chjs,など類似虫卵との鑑別につき，検討を行

なったので報告する．

症例

患者：士○久○，男，４７歳，島根県大原郡加茂町在住

主訴：心窩部痛

＊島根医科大学環境保健医学教室

ヤ島根医科大学泌尿器科学教室
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ＴａｂｌｅｌＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔｓｏｆｔｗｏｓｐｅｃｉｅｓofEchinostomatidaerecovered

fromexperimentallyinfectedrats

ＥＣハ/"osZo"ｚａｃｉ"α０７℃ﾊハＥＣ/ｉｉﾉzosroﾉﾉﾉαハorrc"sｅ

Ｎｏ．ｏｆｃｏｌｌａｒｓｐｉｎｅｓ

Ｌｅｎｇｔｈｏｆｂｏｄｙ（ｍ、）

Ｗｉｄｔｈｏｆｂｏｄｙ（ｍ、）

Oralsucker（ｍ、）

Ventralsucker（ｍ、）

Pharynx（ｍ、）

Testis（ｍ、）

ａｎｔｅｒｉｏｒ

ｐｏｓｔｅｒｌｏｒ

Ｏｖａｒｙ（ｍ、）

Cirrussac（ｍ、）

26-27

7.4-9.5（8.6）

1.2-1.5（1.3）

0.18-0.20×0.16-0.18（0.19×0.17）

0.54-0.58×0.55-0.60（0.56×0.58）

0.18-0.21×0.14-0.18（0.20×0.17）

３７

8.4-14.0（11.7）

1.6-2.8（2.2）

0.20-0.29×0.22-0.30（0.25×0.26）

0.60-0.75×0.62-0.77（0.70×0.70）

0.24-0.29×0.20-0.26（0.26×0.23）

(0.93×0.83）

(1.07×0.67）

(0.33×0.38）

(0.22×0.52）

０．８５－０．９８×０．８０－０．８５

１．０３－１．１２×０．６２－０．７２

０．３０－０．３５×０．３２－０．４２

０．２０－０．２４×０．４３－０．６０

0.22-0.67×0.17-0.43（0.38×0.32）

0.34-0.51×0.50-0.68（0.41×0.56）

0.19-0.24×0.32-0.53（0.22×0.45）

Table2Comparisonofmeasurementsｏｆｅｇｇｓ

Ｐｒｅｓｅｎｔｃａｓｅ Ｅ・ハo7Ze"SC E．ｃ/"eZoバハバ ＦａｓｃｉｏＪａｓｐ．

Ｅｇｇ

Ｌｅｎｇｔｈ（/1ｍ）

Width（/,、）

Length/Width

Operculum

Width（/、）

Operculumwidth/Eggwidth

120-137（126.8）

７０－８２（76.0）

１．６７

120-130（123.5）

７５－９５（81.5）

１．５２

90-102（96.7）

5７－７５（57.5）

１．６８

137-192（168.7）

77-110（89.7）

１．８８

2４－３８（31.4）

０．３５０

2０－３０（24.9）

０．３２８

2１－３１（25.8）

←０．３１７

1８－２４（20.6）

０．３５８

は，いずれも大型で卵殼が薄く，淡黄色で，小蓋をも

つという点で形態的に類似している．虫卵の大きさは，

Ｅノtortelzseのものが，長径120～130抑（平均123.5

抑)，短径75～95抑（平均81.5川）であり，無蓋端に

肥厚を認めたが，虫卵外縁は後方に突出していないもの

が多いＥ・ｃｉ"etorChisの虫卵はこれより小さく，長径

90～102抑（平均96.7/2ｍ)，短径57～75川（平均57.5

抑）であり，無蓋端に明瞭な肥厚を認め，この肥厚によ

り，虫卵外縁は後方に突出し，結節様を呈する．肝蛭卵

はやや大きく長径137～192’、（平均168.7川)，短径７７

～110川（平均89.7脚）で上記２種に比し卵殼が厚く，

また長径／短径が1.88とやや大きく，細長い傾向にあ

る．無蓋端の肥厚は明瞭でない．小蓋については，虫卵

の小蓋幅／虫卵短径比が，本症例ならびにＥ､/Lorte"Ｓｃ

では小さく，夫々，0.328および0.317であるのに対し，

Ｅ・Ｃｉ"etorC/ZiS,肝蛭卵では，0.358,0.350とやや大であ

った．なお，虫卵の計測は各々の虫卵50個について行な

った．

たべた．

ラットに対する感染実験結果

本症例は，鰊口吸虫寄生を疑わせるものであったが，

患者の摂食したドジョウの仕入れ先である川魚店からド

ジョウ１ｋｇを購入し，ラット30頭に生食させ感染実験

を行った．１ケ月後，ラットを解剖し，腸管をひらいた

ところ，Figs､５，６に示すような２種の練口吸虫成虫を

30頭中28頭のラットから得ることができた（感染率93.3

％)．全体封入標本をつくり，各々の虫体の計測を行な

い，結果をTablelに示した．この２種は，形態的特徴

から，Ｅ、ho7te”Ｓｃ及びＥ・ci7zeto7chiSと同定した．Ｅ、

/ｔｏ｢'e"ｓｅは小腸上部ほぼ５分の１の部位に寄生し,Ｅ・

Ｃｆ"czorc/jｉｓは，ノl､腸下部から回盲部にかけて寄生して

いた．

Ｅ、／iorte'1sｅ及びＥＣ伽ｔｏγc肋２種の鰊口吸虫卵

(Figs､２，３）ならびに，これらの類似虫卵である肝蛭

卵（目黒寄生虫館よりとりよせたもの，Fig.４）と今回

の症例の虫卵を比較検討した（Table２)．これらの虫卵

（４０）
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染期間が長いためとも考えられる．

Ｅ・ノカo7te'USCの人体内感染期間について，谷（1978）

は，８～13週と推定し，ヒトは本種吸虫の好適宿主とは

いえないと述べている．本症例は，ドジョウ生食から半

年以上も経ており，人体内感染期間について，さらに検

討が必要と思われる．

感染経路については，谷（1976）はドジョウを，有薗

ら（1976）は，アマガエルならびにドジョウを指摘して

おり，本症例もドジョウの生食が原因と考えられる．し

かし，そのドジョウの食べ方については，谷の報告が，

秋田県における食習`慣，すなわち，ドジョウの“ぬた，,

料理，酢のもの，刺身などと関係しており，地域的な特

色をもつと報告しているのに対し，有薗らの報告，なら

びに本症例においては，近年，全国的に流行し，顎口虫

感染で問題となっているドジョウの“おどり喰い,，が原

因となっており，今後，同様な症例の増加が予想される．

ラットへの感染実験に用いたドジョウは，福岡から山

陰へ出荷されたものであり，ラット一頭あたり３～４匹

のドジョウを生食させたところ，ラット一頭につき，Ｅ、

/iorZe"ｓｅが３～24隻，Ｅ､ｃ伽torC肋がＯ～５隻感染し

ており，きわめて高率にメタセルカリアが感染している

ものと考えられた．また，感染実験結果から，今後，ド

ジョウ生食によるＥ、Ｃ伽torC肋の人体寄生例も増加

することが考えられる．

また，斉藤（1982）が指摘するように，鰊口吸虫の人

体感染例では成虫が得にくく，同定が難しい場合が多

い．今回の結果から，赫口吸虫科吸虫類の虫卵鑑別の一

助として，虫卵の長径，短径の計測値のほか，虫卵の短

径と小蓋幅の比が有効であると思われる．また，虫卵の

無蓋端の肥厚ならびに，その外縁の後方への突出も参考

となるものと考えられる．

考察

鰊口吸虫科吸虫のわが国における人体寄生について

は，古くから４種ＥＣ/'i''０sto"'αｃｚ"etorcAiS，ＥＣﾉii'zo‐

sto"Ｚａｍａｃγorchis，ＥＣﾉｶ/"oc/Zasmz(ｓＰｅ,ﾌﾟb/iａｍｓ，

ＥＣ/j/"oc/ｊａｓｍ灘sj`JPOｱiic"ｓが知られていた(安藤,1938,

1939；山下，1939,1961)が,1974年谷らによって，秋田

県の農夫からＥ､Ao7ZC"Ｓｃ類似の虫体が報告され，さら

に14例の本種類似虫卵陽性者のうちから，駆虫により，

本種成虫１隻を得て，Ｅ・ノio〃e"Ｓｅと同定したまた，

有薗ら（1976）は，大阪および神戸から同種類似虫卵を

排出した４例を報告し，Ｅｈｏｒｔｅ"Ｓｃと推定した．

今回，著者らの経験した症例からは，成虫は得られな

かったが，ドジョウのラット感染実験から得たＥ/lort‐

ｅ"sどの虫卵と形態，計測値が一致した．ラットに生食

させたドジョウは，島根県の料理店にひろく出荷されて

いるものであり，本症例はドジョウ生食によるＥ・ＡＣγt‐

e"Ｓｃの感染例であると推定される．山陰におけるＥ

ｈｏｒｒｅ"Ｓｃの人体症例としては最初のものであり，全国的

には，第20例めとなる．

Ｅ、/ｔｏ〃e"sどの人体寄生例における諸症状について

は，有薗ら（1976）の人体感染実験において，２例とも

腹痛を訴えており，うち１例には下痢も認められた．ま

た，谷（1978）の人体感染実験では，５名中３名に虫卵

排出が認められ，うち２名に軽度の腹痛が報告されてい

る．本症例は，十二指腸潰瘍による心窩部痛が契機とな

って発見されており，かつ，潰瘍の軽快とともに虫卵の

検出陰性となっている．＋二指腸ファイバースコープに

よって，十二指腸潰瘍部，及びその周辺には虫体は観察

できなかった．また，本症例において下痢は認められて

いない．

検査所見について，有薗ら（1976）は，自然感染例に

おいて，最低２％から最高30％の好酸球増多を指摘して

いる．また，２名の人体感染実験においても，好酸球増

多及び単球増多が認められたことを報告している．好酸

球増多は，感染第６週に最高値を示し，それぞれ13％，

１９％であったが，１０週以降には正常に復している．単球

は，第１週，第５週の２回の検査時にともに軽度高値を

示し，それぞれ最高11％，９％であったとされている．

一方，谷（1978,1979）の人体感染実験では，好酸球増

多は認められたが，単球の増多は認められなかった．本

症例においては，好酸球増多は認められなかったが，単

球は，３月27日に９％，４月１日に18％とやや高値を示

した．好酸球増多が認められなかったのは，本症例の感

結
ﾆｰ

ﾛ冊

ＥＪｌｏｒｔｅ"sどの寄生例と思われる症例を検討し，その

感染源と考えられたドジョウをラットに生食させた結

果，Ｅ・ノZortelzSe,Ｅ・Ｃｉ"αｏｒC/jiSの２種を得た．これら

の虫卵，ならびに類似虫卵である肝蛭卵と本症例の虫卵

につき，比較検討を行なった．

（１）本症例の虫卵は,小蓋をもち.卵殼のうすい淡黄色

の虫卵であり,諸計測値は,実験室内感染で得たＥｈｏ７ｔ‐

e'１sどのものと，ほぼ一致した．人体より，成虫は得ら

れなかった．山陰におけるＥハorte"Ｓｃの人体寄生例と

しては最初のものであり，全国的には，第20例めとな

る．

（４１）
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（２）本症例において，自覚症状として腹痛を認めた

が，Ｅハo7te"Ｓｃとの関連は明らかでなかった．下痢

は，認められなかった．また検査所見では，単球の軽度

増多をみたが，好酸球増多は認められなかった．

（３）虫卵鑑別の一助として，虫卵短径と小蓋幅の比が

有効と考えられ，また，無蓋端の肥厚ならびに，その外

縁の後方への突出も参考になるものと思われる．
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; Abstract j

A HUMAN CASE OF ECHINOSTOMIASIS IN SHIMANE PREFECTURE

AND EXPERIMENTAL INFECTION IN RATS

Yumiko MAKINO, Akio NAKAGAWA, Yosuke YAMANE

(Department of Environmental Medicine, Shimane Medical University, Japan)

AND NOBUKO GONDA

{Department of Urology, Schimane Medical University, Japan)

A human case of Echinostoma hortense was reported from Kamo cho, Shimane Prefecture.

The case was a 47 year old male with duodenal ulcer. On stool examination, parasite eggs

were found, which were measured 120-137 fim in length, 70-82 tim in width, had operculums,

thin eggshells, and were light yellowish in color. The hematological examination showed no

eosinophilia, but a slight increase of monocytes. The patient has eaten raw loaches.

By experimental infection of rats, two species of Echinostoma, Echinostoma hortense and

Echinostoma cinetorchis, were obtained. Eggs of the two Echinostoms and Fasciola sp. were

compared. The length and width of each egg were 120-130 fim and 75-95 ;/m in E. hortense,

90-102 fim and 57-75 fim in E. cinetorchis, 137-192 fim and 77-110 fim in Fasciola sp., respectively.

Egg size of the present case was equivalent to E. hortense. Ratio of operculum width/egg width

was 0.317 in E. hortense, 0.358 in E. ci?ietorchis, 0.350 in Fasciola sp.. In the present case, it

was 0.328, which approximated to E. hortense. The ratio was significant for the differential

diagnosis of Echinostoma eggs. Thickening of eggshell at posterior pole seemed to be character

istic in E. hortense. The present case is the 20th human case of Echinostoma hortense in Japan.
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